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日本生協連 国内初MSC認証パウチ入りツナ（水煮）の販売開始
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2020年3月1日
日本生活協同組合連合会（以下、日本生協連）は、エシカル消費対応商品強
化の一環として、国内初となるMSC認証のパウチ入りツナ（水煮）「CO・OP
＆はごろも シーチキンマイルド 水煮」の販売を開始しました。

※取り扱いの有無、時期、価格は各生協によって異なります。

本製品には、MSC認証を取得した持続可能な漁業で獲られたカツオが使用
されています。

日本生協連は、2018年6月に採択した「コープSDGs行動宣言」に基づき、身
近に取り入れやすいエシカル消費対応商品の開発に注力しており、本製品
の他、ASC認証や、レインフォレスト・アライアンス認証の新商品も順次販売
されます。

MSC認証のカツオを使用した
「CO・OP＆はごろもシーチキンマイルド水煮」

日本生協連 ニュースリリース： https://jccu.coop/info/newsrelease/2020/20200227_01.html
コープのMSCラベル付き商品： https://goods.jccu.coop/lineup/eco/msc.html
日本生協連第68回通常総会で「コープSDGs行動宣言」を採択：
https://jccu.coop/info/newsrelease/2018/20180615_01.html



カネテツデリカフーズ㈱ MSCラベル付きNBちくわ製品の販売開始
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2020年3月1日
海の資源を原料とするメーカーとして安定的・継続的にお
いしい水産物を消費者に届けていくとして、カネテツデリカ
フーズ株式会社が、MSC「海のエコラベル」付きのNBちく
わ製品の販売を開始しました。

製品名は「アラスカの恵 MSC認証」で、MSC漁業認証を
取得したアラスカの漁業で獲られたスケトウダラのすり身
が100%使用されています。パッケージにはMSCの「海の
エコラベル」が表示され、全国の量販店で販売される予定
です。

同社は『私たちは、海を通じて、新たな「おいしさ」と「幸せ」
を創造し、世界の人々の豊かなくらしに貢献します。』とい
う経営理念のもと、海の資源を原料とする練り製品メー
カーとして、持続可能な水産物を使用し水産資源の保護
に努めるとしています。

MSC認証のスケトウダラのすり身を使用した
「アラスカの恵 MSC認証」カネテツデリカフーズウェブサイト： https://www.kanetetsu.com/

ニュースリリース： https://www.kanetetsu.com/file/news/188.pdf
商品情報「アラスカの恵 MSC認証」： https://www.kanetetsu.com/item_details/index/id/332/



漁業情報
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MSC漁業認証規格の改定にあたり、協議項目を確定
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2020年2月14日
MSC漁業認証規格が2022年に改定されるのに伴い、MSCの評議員

会は今回の改訂で見直すべき項目について合意しました*。今後、以
下の3つを含む8つの分野について継続して協議が行われます。

• MSC漁業認証規格は国連のガイドラインおよび成功事例に準じており、5年ごとに改定されます。

MSCプレスリリース： MSC漁業認証規格の改定にあたり、協議項目を確認

• ETP 種（絶滅危惧種・保護種）の保護に関する要求事項の明確化
• シャークフィニング（サメのヒレだけを取り、残りの部位を海に廃棄する行為）を阻止するため
の規制及び管理システムの成功事例

• 漁具の紛失・廃棄およびゴーストフィッシング（紛失・廃棄された漁具により海洋生物に危害
が加えられること）の防止強化

この改定に関する協議は、2020年〜21年に予定されており、環境
NGOや科学者、水産業従事者等のステークホルダーからの提案につ

いても検討が行われます。公開協議の具体的な開始時期について通
知をご希望の方は、オンラインにてregister for updatesに登録してく
ださい（英語）。

ⒸFrank Peters/MSC

Ⓒistock.com/lindsay_imagery



詳しくはMSCのウェブサイトをご覧ください。
Yalu Estuary Manila Clam Fishery （英語のみ）

中国のアサリ漁業 MSC漁業認証審査入り
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2019年12月27日
黄海北部に位置する中国・東港市のアサリ漁がMSC漁業認証の本
審査に入りました。この審査の申請者は東港市でアサリの加工を行う
Taihong Food 社です。

審査が行われるのは、莆田市の孵化場で生産された稚貝を東港市で
育成・採捕するアサリ漁で、Thaihon Food 社に販売する船舶で採捕
されたアサリ（Manila Clam：学名Corbicula manilensis）のみが審査
の対象となります。対象となるアサリの2018年の漁獲量は約6,400t
でした。中国のアサリの多くは、日本に向けて輸出されています。

審査はMSCの漁業認証規格に則って、独立した機関であるSCS
Global Services 社によって行われており、3月7日までアナウンスコ

メント用報告書案に対する、ステークホルダーのコメントを受け付けて
います。

対象漁業の操業海域

東港市で操業する船舶（Announcement comment draft reportより）



広報活動
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京都工芸繊維大学の学生がMSC PRツールを制作
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2020年2月3日〜7日
京都工芸繊維大学
工芸科学部 デザイ
ン・建築学課程3年次
の学生が制作した
MSC PRツールが完
成し、学内のプレゼン
ウィークで展示されま
した。

同大学での制作は
2017年度より始まっ
たもので、今年度は、
MSC認証の水産物を
擬人化したキャラク
ター、キャンペーンの
ノベルティ、中吊り広
告など、様々なアイデ
アが披露されました。

MSC認証の魚を擬人化したキャラクター
「MSC学園生徒会」を提案する作品

MSCラベルのある・なしで食卓を比較する
イラストの中吊りポスター作品

MSC認証の魚のキャラクターによる冊子、
4コマ漫画を提案

オリジナルキャラクター「海のヒーロー
くん」による広告展開

MSCラベルを集めるキャンペーンと、
プレゼントのノベルティを提案

回転寿司店での箸置き、ランチョンマット
でMSCをPRすることを提案した作品



MSCも紹介 「海の絵本」クラウドファンディングが支援を募集中
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2020年2月12日

危機的状況にある水産資源や海洋プラスチック問題など、海が抱える様々な問題を、未来ある子どもたちにわかりやす
く伝えるために生まれた購入型クラウドファンディング『“海の絵本”制作プロジェクト』が、現在支援を募集中です。

このプロジェクトは、一般社団法人フィッシャーマン・ジャパン、一般社団法人G1海洋環境研究会、株式会社セブン&ア
イ・ホールディングスによるもので、絵本『さかなが いなくなっちゃうって！？』ではMSC認証も紹介されています。

支援すると、リターンとしてこの絵本が届きます。募集終了日は4月8日（水）です。詳細は下記リンクよりご覧ください。

支援用URL： 子どもたちに豊かな海を残したい！魚屋が日本の海の問題を学べる絵本をプロデュース
株式会社セブン&アイ・ホールディングス ニュースリリース： お客様参加による“購入型クラウドファウンディング” 『“海の絵本”制作プロジェクト』を開始



スーパーマーケット・トレードショー2020でMSCが紹介
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2020年2月12～14日

食品流通業界向けの展示会「スー
パーマーケット・トレードショー2020」
が、幕張メッセで開催されました。

マルハニチロ株式会社のブースで
は、「TUNAGU」をテーマに、MSC
を大々的にPR。売り場づくりをイ
メージしたコーナーでは、MSC認証

を紹介するオリジナルの販促物とと
もに、同社のMSCラベル付き製品
が多数展示されました。

昨年9月にMSC CoC認証を取得し

た国分グループ本社株式会社は、
スーパーマーケット・トレードショー
および同時開催のデリカテッセン・ト
レードショーの2ブースで、小売業界
や中食業界へMSC認証水産物の
取り扱いを提案しました。

マルハニチロ
ブースの様子。
MSC ・ ASC を

中心にした展
開で、サステナ
ビリティへの取
り組みが紹介
されました。

左：国分グルー
プ本社のスー
パーマーケッ
ト ・ ト レ ー ド
ショーでのブー
ス「国分のサス
ティナビリティ
紹介」コーナー

右：デリカテッ
セン・トレード
ショーのブース
のパネル



MSC日本事務所 公式Twitterアカウントを開設
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2020年3月1日
MSC日本事務所は、広報活動の強化に向け
て、公式Twitterアカウントを開設しました。

MSC認証や「海のエコラベル」に関する様々な
情報を、Facebookページ、Instagramアカウン
トとともに積極的に発信し、MSCが一般消費

者にとってもより身近に感じられるよう取り組
んでまいります。

Twitterアカウントをお持ちの方は、ぜひフォ
ロー・投稿のシェアをお願いいたします。

公式Twitterアカウント：@MSC_Japan

※アカウントをお持ちでない方も、上記リンクよ
り投稿をご覧になれます。



MSC年次報告書2018年度 日本語版が完成
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2020年3月2日
MSC年次報告書2018年度の日
本語版が完成し、MSC公式ウェ
ブサイトに公開しました。

世界のMSCラベル付き水産物の
販売量が、2018年度に初めて
100万トンに達したことなど、MSC
認証の広がりが記されています。

また、世界の水産物供給の4分の
3を占める開発途上国の漁業に対
しての、MSC認証取得に向けた
様々な支援も紹介されています。

「この一年で急速な成長を遂げ
た」として、日本の事例にも触れて
います。ぜひご一読ください。

MSC年次報告書2018年度（日本語版）は、
MSCウェブサイトのこちらからご覧ください（PDF）



MSCが今年のSeafood Futures Forumの参加申込を受付中
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2020年4月22日
世界的なシーフードの展示会 Seafood Expo Global が、4月21日（火）～23
日（木）にブリュッセルで開催されます。89カ国、2020以上の企業・団体が出展
予定で、MSCもASCと共同でブースを出展いたします。（ホール7、ブース番号
7-1553）
またMSCは、4月22日（水）に Seafood Futures Forum を開催いたします。こ
れはMSCが本展示会期間中に毎年開催しているもので、漁業者、水産企業、
小売業者、NGOが、持続可能な水産業に向け行動を起こすべく議論を行うと
いう催しです。

今年はMSCの最新情報に加え、海にまつわる問題、責任ある消費に関心を
持つ消費者が増える中、こうした動向に対する水産業界の動きを、漁業・小
売・消費者の各分野の専門家にお話しいただきます。

オンラインでの参加も可能です。皆様のご来場・ご参加をお待ちしております。

日程：4月22日（水）
時間：午前8時30分～10時30分（日本時間：午後3時30分～午後5時30分）
会場での参加申込：こちら ／ オンラインでの参加申込：こちら

Seafood Expo Global について： https://www.seafoodexpo.com/global/ （英語）
Seafood Futures Forumや登壇者について： https://www.msc.org/seafood-futures-forum （英語） 昨年のSeafood Futures Forumの様子
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●MSC漁業認証 取得漁業数

世界・・・405件（362件）／日本国内・・・6件（4件）

●MSC漁業認証 審査中漁業数

世界・・・92件（109件）／日本国内・・・2件（4件）

●CoC認証 取得事業者数

世界・・・ 5,071件（4,573件）

日本国内・・・269件（206件）

●MSCエコラベル付き製品数

世界・・・ 40,700品目以上（36,000品目）

日本国内・・・880品目（727品目）

※（ ）内は前年同月の数字

MSC認証取得状況（2020年2月28日時点）



www.msc.org

このニュースレターに関する問い合わせ先
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ありがとうございました

MSC（海洋管理協議会）日本事務所

Tel: 03-5623-2845​
Email: MSCJapan@msc.org

https://www.msc.org/jp


